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札幌市内に立地する新川ＩＣオフランプでは、朝夕の交通集中に伴い高速道路本線にまで及

ぶ渋滞が発生している。札幌開発建設部では、この交通課題の改善に向けて、「信号制御の工

夫による交通の円滑化」に着目し対策の検討を行った。本稿では、交通シミュレーションを活

用した対策案の検討と抽出を行い、抽出した対策案の現地試行による効果検証について取りま

とめる。 
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1.  はじめに 

札幌市は、道内の政治・経済・文化の中心地であり、

北海道における観光や物流をはじめとする様々な交通が

集中する交流拠点としての役割を担う都市である。 

こうした背景から、札幌市へは市内・道内の様々なエ

リアから自動車交通が集中し、都心部や幹線道路相互の

交差点を中心に旅行速度の低下や局所的な交通混雑が発

生している。特に、札樽自動車道および道央自動車道

（札幌西IC～札幌南IC間）では、一部のICにおいて恒常

的に交通渋滞が発生しており（図-1）、なかでも新川IC

では、IC出口部から札幌北IC付近にまで車両が渋滞する

という危険な事象が発生している。 

  
図-1  札幌市内高速道路(札幌西IC～札幌南IC)周辺 

旅行速度・渋滞発生状況分析１） 

 

こうした交通課題の発生に伴い、札幌市内の有料高速

道路では、交通円滑性の低下や重大事故発生リスク増加

等、有料道路としての価値低下が危惧され、これらの課

題解決が求められている。 

この交通課題の改善に向けて、「信号制御の工夫によ

る交通の円滑化」に着目し対策の検討を行った。本稿で

は、交通シミュレーションを活用した対策案の検討と抽

出を行い、抽出した対策案の現地試行による効果検証に

ついて取りまとめる。 

 

2.  新川IC周辺における課題発生状況とその要因 

(1)   新川IC周辺の交通課題発生状況 

図-1で示したように、札幌市内に位置するICでは旅行

速度低下や混雑・渋滞発生による交通課題を抱えている。 

そのうち札幌北ICでは、R3年度に事業化した「一般国

道5号創成川通」による都心アクセス強化の整備により、

将来的に改善が見込まれているものの、新川ICでは課題

の改善に向けた対策の検討・導入が必要な状況である。 

R1.9.18に実施した交通実態調査では、平日 夕方の

帰宅ラッシュ時に新川IC出口部に交通量が集中し、オフ

ランプ部および高速道路本線路肩部において最大渋滞長

2,500mが確認された（図-2）。 

  

図-2  新川ICオフランプ 渋滞発生状況 
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この渋滞により、有料高速道路の交通円滑性低下や、

高速走行が行われる高速道路上での重大事故発生リスク

の増加、それに伴う有料道路としての価値低下が危惧さ

れ、これらの課題解決が求められている。 

 
(2)   新川IC周辺における課題の発生要因 

前述した新川ICにおける課題の発生要因を把握するた

め、R1.9.18に交通量調査やビデオ調査等を用いた現地

交通実態調査を実施し要因分析を行った。その結果、複

数の事象の発生（図-3）が確認され、新川ICオフランプ

から国道5号へ出ようとする車両の合流機会が不足して

いることが判明した。これが原因となり、新川ICオフラ

ンプ利用車両の進行が阻害されることにより、高速道路

本線にまでおよぶ渋滞が発生している。 

 

 

図-3  新川ICオフランプ 渋滞発生要因 

 
そこで「新川ICオフランプから国道5号への合流機会

の増加」を図ることを目的に新川ICオフランプにおける

渋滞緩和策を検討することとした。なお、対策の検討に

あたっては、高速道路本線におよぶ渋滞により、重大事

故の発生リスクが高まっている課題を解決する必要性が

高いことから、現地の構造変更を必要としない「信号制

御の工夫」に着目し検討を行った。  

 

3.  交通シミュレーションを活用した対策案検討 

(1)  対策案を検討するうえでの着目点 

当該区間の交通状況を分析した結果、新川ICオフラン

プが接続する国道5号×新川通交差点（以降は新川通交

差点と略称）およびその東側に位置する国道5号×新琴

似通交差点（以降は新琴似通交差点と略称）における青

現示の開始時間のずれ（以降はオフセットという）の調

整により新川ICオフランプから国道5号への合流機会の

増加が図られるとの想定から、新川通交差点と新琴似通

交差点の信号現示調整によるオフセット秒数の変更に着

目し、具体的な対策を検討した（図-4）。また、オフセ

ット調整の概念を図-5に記す。 

 

図-4  信号現示調整による対策イメージ  

 

図-5  オフセット調整の概念図 

 

(2)  R2年度における対策案検討および現地試行結果を 

踏まえた対策検討上の課題抽出 

a) R2年度対策案の検討および現地試行 

R2年度は過年度までの交通量調査結果等を参考とし、渋

滞緩和が見込めると想定したオフセット秒数4秒、16秒、

21秒の異なる3パターンを抽出し、それら対策案の効果

を検証するため、現地での試行および現地交通実態調査

を実施した（表-1）。 

表-1 R2対策試行案および現地試行結果 

 

ｵﾌﾗﾝﾌﾟ
合流部

新琴似通
交差点

新川通
交差点

現況

対策案

車両がオフランプから国道へ合流可能な機会・スペースを確保

至
小
樽

至
小
樽

至
北
広
島

至
北
広
島

▼新川通交差点赤現示時の滞留状況：オフランプからの合流が困難なケース

▼新川通交差点赤現示時の滞留状況：オフランプからの合流が可能なケース

ｵﾌﾗﾝﾌﾟ
合流部

新琴似通
交差点

新川通
交差点

新琴似通交差点から
新川通交差点へ交通が流入

新琴似通交差点から
の流入交通なし

新琴似通交差点からの流入交通および
新川通交差点の滞留により合流機会
（合流スペース）が少ない

信号待ち交通が滞留

新琴似通交差点からの流入交通がなく、
国道5号への合流機会を確保

青信号のため
車両滞留は発生しない

オフセット マイナス9秒
⇒新川通交差点が東側交差点（新琴似通交差点）よりも９秒後に青現示
になる信号現示

オフセット プラス●秒
⇒新川通交差点が東側交差点（新琴似通交差点）よりも●秒先に青現示
になる信号現示

新川IC
オフランプ

国道5号

国道5号

新川IC
オフランプ

新川通
交差点

新琴似通
交差点

新川通
交差点

新琴似通
交差点

オフセットー9秒

サイクル長１２０秒

オフセット＋●秒

新川通交差点で滞留する交通が存在

新川通交差点での滞留車両減少が期待

サイクル長１２０秒

サイクル長１２０秒

サイクル長１２０秒

現況

対策案

項目 現況 R2対策案１ R2対策案２ R2対策案３

調査実施日 R1.9.18(水) R2.9.20(水) R2.10.14(水) R2.10.22(木)

オフセット秒数 -9秒 4秒 16秒 21秒

オフランプ
最大渋滞長

2,500m 1,970m 1,530m 1,900m
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 なお、R2年度対策案の効果検証にあたっては、新川通

交差点および新琴似通交差点のオフセットを調整し、ど

の程度のオフセット時間が最も新川ICの渋滞改善に寄与

するかに着目した。なお、各交差点の信号現示パターン

や青・黄・赤現示の秒数は現況から不変とした。 

 
b) 現地試行を踏まえた効果検証、検討課題の抽出 

現地試行の結果、実施した3案のいずれにおいても、

現況と比較し最大渋滞長の短縮が確認された。特に対策

案2は現況と比較して最大渋滞長が約1,000m減少し、信

号現示調整によるオフセットの調整により新川ICの渋滞

緩和が見込めることが判明した。一方、R2年度に試行し

た3パターンの対策案は、過年度までの交通量調査結果

等を参考とし、改善が見込めると想定し抽出したもので

あり、より渋滞改善を見込める対策案がこの他に存在す

る可能性がある。また、今回の現地試行により、関係機

関との協議調整や現地調査の準備・実施、それらのとり

まとめ等、効果検証を終えるまでに多くの時間を要し、

改善が求められる交通課題に対し迅速な対応が困難にな

ること、信号現示調整実施期間は極力長期間確保するこ

とが望ましい等も検討課題の一つとして浮かび上がった。 

これら検討課題を踏まえ、R3年度の対策案検討にあた

っては、R2年度までの対策案の検討フローを見直し（図

-6）、新川ICの渋滞緩和に資する最適案の抽出に向け、

交通状況の変化を動的に分析可能な交通シミュレーショ

ンを活用した対策案の検討を行うこととした。 

 
図-6  交通シミュレーションを活用した対策案の検討フロー 

 

(3)  R3年度対策検討および試行結果について 

a) 交通シミュレーションソフト「PTV Vissim」2)について 

R3年度の対策案検討にあたり、より渋滞改善が見込め

る対策案の抽出とR2年度の対策案検討および現地試行に

より判明した検討課題の改善に向け、室蘭工業大学有村

教授と連携し、交通シミュレーションソフト「PTV 

Vissim」を活用し対策案を検討した（図-7）。 

 
図-7  交通ｼﾐｭﾚー ｼｮﾝｿﾌﾄ「PTV Vissim」 アニメーション画面 

 
交通シミュレーションソフト「PTV Vissim」とは、対

象とする道路空間の道路構造や信号現示、交通量等の諸

条件を入力・設定することで、様々な交通事象を再現す

ることが可能であり、複数の交通条件下で様々な対策パ

ターンを検証可能である。その検証結果を根拠としてR3

年度対策案の検討を行うこととした。 

b) 交通シミュレーションを活用したR3年度対策案の検討 

R3年度対策案の検討に向けて、交通シミュレーション

を活用し以下の計64ケース（表-2）における渋滞改善度

合いを検証した。検証にあたっては、検証精度の向上を

図るために、事前に実際の交通状況を再現したモデル構

築を行い、交通シミュレーションモデルの現況再現性を

確保したうえで検証を行った。また、R3年度の対策案検

討については、新琴似通交差点の青時間を縮小してオフ

セットを調整するケースも検証を実施した（R2年度はオ

フセットの調整のみ実施）。 

表-2 交通シミュレーション 検証ケース 

 

 
シミュレーション結果の検証にあたっては、新川ICオ

フランプから高速道路本線の渋滞長（L1）のほか、新琴

似通交差点の国道5号渋滞長（L2）も評価指標とし、L1

およびL2の両指標を考慮し最適案の検証・抽出を行った

（図-8）。 

なお、今回の検討ではL1とL2の両指標が良好になるこ

とを目指しているものの、L1とL2はトレードオフ（一方

が改善すれば一方は悪化する）の関係にあるため、速度

差の大きい事故が発生する可能性の高い新川ICオフラン

プ渋滞長（L1）の緩和を優先することとしたが、国道5

号渋滞長（L2）に著しい悪影響を及ぼさないことに留意

し、検討を行った。 

 

図-8  本検討にあたっての評価指標 

対策案の検討
《交通シミュレーション》

想定される対策案の検討

効果検証
（対策案の比較検証）

最適案の抽出

効果が十分に
発現した場合

対策案の検討
にフィード
バックし

精査・再検討

抽出された
対策案a

抽出された
対策案b

抽出された
対策案c

現地試行

現地調査

調査結果の
とりまとめ

現地試行

現地調査

調査結果の
とりまとめ

現地試行

現地調査

調査結果の
とりまとめ

対策の本格導入

複数パターンの対策案について事前検証
抽出された
対策案a

抽出された
対策案b

抽出された
対策案c

・・・etc抽出された
対策案d

抽出された
対策案e

最適案の抽出

効果検証

効果が十分に
発現した場合

現地試行

効果が
不十分
の場合

検証結果を
踏まえ

再ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

対策の本格導入

・多くの時間がかかる
・検証可能な対策案が
限られる

効果が不十分だった
場合、ふたたび時間と
コストをかけ対策案の
検討・検証が必要

現地調査

調査結果のとりまとめ

複数の対策案について
事前に効果検証が可能。
⇒エビデンスを得たうえ
で現地試行を実施

想定通りの効果が発現
しなかった場合は、
検証結果をｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸし再検証

R2年度 対策案の検討フロー R3年度 対策案の検討フロー

シミュレーション
モデルの構築

構築したモデル
現況再現性確保

効果が
不十分
の場合

交通量
各４パターン

新琴似通 青時間（国道5号側）

48 45 42 39

オ
フ
セ
ッ
ト

17 17-48 17-45 17-42 17-39

19 19-48 19-45 19-42 19-39

21 21-48 21-45 21-42 21-39

23 23-48 23-45 23-42 23-39

・オフセット（新川通、新琴似通交差点間）4パターン：17、19、21、23秒
・新琴似通交差点国道5号青時間4パターン：48、45、42、39秒
・交通量各4パターン：現況(R1.9時点)交通量、R2年度対策案１・２・３試行時の交通量
全64ケースをさらに各10回ずつ車両の発生パターンを変えながらシミュレーションを実施
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c) 交通シミュレーションを活用した対策案の抽出 

交通シミュレーションによる検証の結果、新川ICの渋

滞緩和が図られる最適案として案1：オフセット19秒＋

新琴似通交差点の国道5号青時間45秒、案2：オフセット

23秒＋新琴似通交差点の国道5号青時間48秒、案3: オフ

セット17秒＋新琴似通交差点の国道5号青時間48秒が抽

出された（図-9）。 

 
図-9  交通シミュレーション結果 

ケース別 Ｌ１- Ｌ２の最大渋滞長のパレート最適曲線 

 

抽出した3案のうち、案1および案3についてはR2年度

に近似値で試行を実施していることから、除外すること

とし、R3年度はより重大事故リスク増加および有料道路

の価値低下の要因となっている高速道路上の渋滞緩和が

最も図られると想定される案2「オフセット19秒＋新琴

似通交差点の国道5号青時間を45秒に短縮」という対策

案を抽出した。 

 

4.  対策案の現地試行による効果検証 

(1)  R3年度対策案の現地試行および効果検証 

R3年度対策案として抽出した案2「オフセット19秒＋

新琴似通交差点の国道5号青時間を45秒に短縮」につい

て効果を検証するために、現地試行を行い交通実態調査

を実施した（表-2）。 

表-2  R3年度現地試行期間および現地交通状況調査日 

R3年度現地試行期間 R3年度 11月1日～11月20日(約3週間) 
現地交通状況調査日 R3年度 11月17日(水) 7時~19時 
 
現地試行の結果、新川ICオフランプの渋滞緩和が図ら

れることが判明した。また、懸念されていた新琴似通交

差点では、国道5号渋滞長（L2）は現況よりも減少した。

一方、R2年度対策案のうち、最も渋滞緩和効果が発現し

たR2年度対策案②と比較すると、200ｍ程度最大渋滞長

が増加する結果となった（図-10）。これは、現地交通

状況により発生する様々な交通事象（方向別交通量、大

型車混入率等）が要因であると想定される。 

 
図-10 R3年度試行結果と現況・過年度試行案との比較 

 

(2)  交通シミュレーションを活用した対策検討の考察 

前述したR3年度の現地試行結果より、交通シミュレー

ションを活用し抽出した対策案による新川ICの渋滞緩和

効果が確認できた。その一方で、交通シミュレーション

上での渋滞緩和効果と現地試行の結果に相違が生じる結

果となった。これは交通シミュレーションの検証ケース

とR3年度現地試行期間中における交通量や大型車混入率

等の交通状況が異なることが要因であると想定される。

この結果を踏まえた今後の課題として、R3年度現地試行

期間中における交通状況を諸条件とした交通シミュレー

ションの再実施および実測値との誤差の検証・評価があ

げられる。 

これら上記に示す検証結果より、渋滞対策などの検

討にあたっては、交通シミュレーションの事前検討に加

え、現地での効果検証を組み合わせることが重要である

ことを把握した。 

5.  まとめおよび今後の展望 

本稿では、新川ICにおける渋滞緩和を図るため、R2～

3年度にかけて実施した交通シミュレーションを活用し

た対策案検討および対策案の現地試行による効果検証に

ついてとりまとめた。その結果、新川ICでは「信号制御

の工夫」により一定の渋滞緩和効果があることが判明し

た。一方、ソフト施策だけでは抜本的な渋滞の解消が困

難であることも判明した。引き続き、新川ICの渋滞解消

に向けて効果的な対策案を検討していく必要がある。 

また、こうした一連の対策案検討および効果検証を通

じ、交通シミュレーションを活用することで渋滞対策を

はじめとする各種交通課題への対策案について、効率的

に検証が可能であることを明らかにしたと同時に、抽出

した対策案について、実際に現地で効果検証を行うこと

の重要性についても把握することができた。今後、高速

道路や一般道路における交通サービスを向上させるため

にも、今回得た知見を活用していく所存である。 
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